
 
12 月 8 日から 12 月定例議会が始まりました。私は 14 日に一般質問を行いましたので、

その中から４つの質問内容をご報告致します。 

職員の休職問題について 
【質問】 奈良市において、職員が病気を理由に休暇・休職を繰り返しているというマスコミ

報道があった。本市職員の病気休職などの状況はどうなっているか、また、奈良市のような

実態はないのか。 

 
【総務部長答弁】 本年度においては病気による休職等が継続している職員は、18 名（うち

4 名は既に退職）だが、本市の病気休職等の制度的な取り扱いについては、異なる病名の

診断書が新たに提出された場合であっても、病気休暇期間としては通算しており3ヶ月にな

れば分限休職処分を行い、給与についても減額することとしている。また、復職にあたって

も、所属長や人事担当課による復職協議を厳格に実施しているところであり、マスコミ報道

にあったような状況は本市にはない。 
 
【ちょっと補足】 枚方市では、休職が 3 年を超えると免職、休職者の給与については、多く

の場合、1 年間のみ給料、扶養手当、地域手当、住居手当、期末手当のそれぞれ 80/100
を支給、2 年目からは無給となっています。今回、100％納得するところまでには至りません

が、奈良市のようなひどい事例はないものと思われます。「復職協議」がどれだけ厳格に行

われているかが重要なポイントだと思います。 
 

市駅周辺の自転車駐輪場について 

【質問】 枚方市駅周辺では自転車駐輪場の確保に取り組んで頂き、放置自転車はかなり

減ったと感じている。市駅周辺においては必要台数分が確保できているのか。また、現在

駐輪できる総台数と、定期利用できる台数についてもお尋ねする。一方、駅高架下の機械

式駐輪場を観察していると、朝 9 時までにはほとんどが埋まっている状態だ。機械式駐輪

場についてはもともと買い物客向けに設置されたものと思うので、料金設定を変更し、通勤、

通学で利用されている方を定期利用が可能な駐車施設に誘導する必要があると考えるが、

市の見解をお尋ねする。 

 

【土木部長答弁】 枚方市駅周辺には民間の駐輪場を含め現在、約 12 箇所あり、駐輪で

きる総台数は約4300台だ。この内、定期利用できる台数は、官民合わせて約2700台あり、

通勤通学客用の駐車施設としては、充足していると考えている。通勤、通学客については、

定期利用に対応した駐輪場へ誘導していく。機械式駐輪場の利用料金の見直しについて

は枚方市駅周辺の商業事業者等で構成する協議会等と協議、検討の上対策を講じたい。 
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緑地の保全について 

【質問】 緑地の約 34％を占める農地の保全は重要と考えるが、農地の減少に歯止めがか

からず、今後も農業従事者の高齢化、後継者不足で、減ることがあっても増えることはない

というのが今後の見通しではないか。 

農地の保全ついて市は生産性の向上、競争力の強化、意欲と能力のある担い手の育成を

目指した取り組みを進めるとのことだが、具体的にどのような施策を行っていくのか。 

 

【市民生活部長答弁】 農地の流動化を推進すると共に、レンゲ栽培米やエコ農産物の栽

培を促進し高付加価値の農産物による競争力の強化、また、市内で生産された農産物を

市内で消費する地産地消の推進に努め、生産者の意欲を高めたい。担い手育成について

は、大阪府と連携し農業研修制度等を検討したいと考える。 

 

住民投票について 

【質問】  9 月議会では、公民館存続の賛否を問う住民投票条例案が住民から直接請求

制度を活用し提案された。現行では、常設の住民投票条例が無く、直接請求で住民投票の

請求があった場合、その度にその案件が住民投票を行うほどの重要事項にあたるかどう

かの難しい判断を迫られる。常設型の住民投票条例の設置を時期を逃さず検討すべきと

考えるが、市の見解をお尋ねする。 

 

【市民生活部長答弁】 今後、市としては、市民、学識者等の意見を伺いながら調査研究に

取り組んでいきたいと考える。 
 

政務調査費を不適正に使用した東京都目黒区の区議会議員 6 名が議員を辞職しました。

不適正な使用は言語道断ですが、領収書が公開されていたため監視の目が届いたものと

思われます。枚方市議会では、現在、政務調査費の領収書は非公開です。これでは真面

目にやっていても、「どうせあんたも・・・」と思われてもしかたありません。漸く、枚方市議会

でも、来年度から領収書を公開文書にするための条例改正案が 12月議会最終日に提案さ

れる予定です（12 月 19 日現在）。この件については来月号でお伝え致します。    
 （尚、私の政務調査費についてはホームページをご覧下さい。） 

 
＊政務調査費： 議会の議員に交付される調査研究のための交付金のこと。枚方市では条例で

議員 1 人につき月額 80,000 円と決められています。 
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 (枚方市議会議員)  ３８才 香里団地 D地区在住   
＜所属政党＞ なし ＜経歴＞ うみのほし幼稚園→ 高陵小→ 枚方一中→  

寝屋川高→ 京産大→ 極東貿易（株）→ 平成 15年 5 月より現職   

★ 本議員報告書は毎月、枚方公園駅西口及び東口、枚方市駅北口及び南口、御殿山駅、香里園

駅、大丸ピーコック(香里)、万代百貨店(香里)、計 8 箇所にて配布しております。 
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